
１．製品概要 
脱炭素化の流れの中で、路線バスの EV(電

気自動車)化が急速に拡大している。本シス

テムは、バスの運行を管理するバス営業所で、

ディーゼル(DE)バスも含めた運行計画にリ

ンクして、EV バスの最

適な充電計画の立案を

支援し、充電を制御、管

理するシステムである。 

            写真-EV バス  
２．類似品・特許の有無 
 ①類似品あり 

（関西電力㈱様の、 
「CUBE-LINX エネマネシステム」 ） 

 ②特許出願済み 
 
３．適応性 
 路線バスの EV 化では、充電に時間が掛か

ることからも、充電時間帯や充電力をマネジ

メントする必要がある。また実際の運行では、

DE 車と混在した状態の中で、突発的な振替

にも対応する必要がある。 

本システムは、DE バスの運行も含めた運

行計画にリンクし、各仕業(系統)の消費電力

量や EV 車の電池残量、在車車両など運行状

況に適応して、運行計画や充電計画を調整す

ることで、充電ピークを抑制し、最適な充電

を管理することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４. 構造 
 システムの全体構成を図-1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 システム構成図 

1) 営業所にソフトを搭載した PC を設置。 

EVバスの電池情報は接続された充電器から、

LTE無線回線でインターネットを介し入手。

同様に PC から充電計画を充電器に指示。 

2) DE 車など車両の入出庫の情報を、ETC
を使って入手し PC に入力。 

 

５．性能と高効率、高能率 
1) 運行計画、充電計画を自動展開 

運行しているダイヤや改正ダイヤなどの

運行情報を仕業マスタに登録すれば、運行計

画、充電計画を自動で展開。 
2) 仕業(系統)での消費電力量を予測表示 

運行計画では、仕業(系統)の消費電力量を

予測表示し配車(運行)計画をサポート。充電

量が少ない場合は警報表示し、電欠などの運

行リスクを回避。 
3) 車両検索機能 

配車(運行)計画の作成では、車両検索機能

で、仕業(系統)の運行条件(大型、小型などの

大きさ、ドア位置、ノンステップ有無、ラッ

ピング有無…など) に合った車両を検索。 
 
 
 
 
 
 
     図-2 車両検索画面 



4）4 つの充電モードで最適な充電計画を 
サポート。 

 フル充電モード 
入庫から次の出庫までの最長の時間で、

フル充電させる最小の充電力で充電。 
急速充電モード 
充電器の持つ最大の充電力で充電。 
蓄電量指定モード 
入庫から出庫までの時間で、指定した蓄

電量(SOC 値)にする最小の充電力で充電。 
充電力指定モード 
充電力を指定して充電。  

 
   図-3 充電計画画面 
 

5) 充電力ピークを警報表示 
 充電計画では、時間帯の充電力をグラフ表

示し、閾値からピーク電力を警報。充電計画

の変更で電気料金を抑制。 
6) 長時間充電が可能 
 CHAdeMO 規格の充電器は、連続充電時

間が 4 時間 15 分で停止する。システムでは、

停止した充電器でも充電計画内であれば、自

動で再起動させ継続充電が可能。入庫から出

庫までの長時間充電で充電力を抑制できる。 
7) 複数の充電器を遠隔で監視、制御 

複数の充電器の動作状態、SOC 値、停止

操作を、システム画面から遠隔で監視、操作

が可能。 
 
 

8）バスの出入庫を管理し、急遽の車両交換

などに対応 
 運行計画の当日 LIVE 画面では、常に在車

車両の状態(EV 車の場合は SOC 値も)が把

握でき、車両の振替など効率的な運行が可能。 
 
6. 省資源・省エネルギー 

1) 本システムの利用によるバスの電動化促

進で、CO2 排出量の削減に貢献するととも

に排気ガスゼロで環境改善にも貢献。 

2) EV バスの蓄電池を利用した EMS への

発展拡大で、効率的な電力需給から、省資源・

省エネルギーへ波及。 

 

7. 経済性 

1) 充電力のピークを調整し、平準化するこ

とで電気料金コストの低減に効果がある。 

2) 必要最小限の充電力で充電することで、

車載蓄電池の劣化を抑制できる。 

 

8．標準価格、発売年月日 
予定価格 月額 数万円(税抜) 

サポート付 3年契約 

発売予定 2024年 6月 

以上 
 


